
  

 

 

カラスの死は 
 

くっきりと笑う指 

未明 

 

アレ、 

 

切られた耳を抑えてズンズン歩く 

黄色い雲が道を塞いでいる 

そこいら中が腐った魚みたいだ 

やだな、やだよ 

後ろから日が追いかけて来て 

道に影がぐんっと伸びた 

こんなとこ早く通り過ぎようぜ 

振り返って手招きする 

 

アレ、立ったまま死んじまったのかよ 

逆光の美しい彼 

 

微笑 
 

木を見ている 

おそらくは見ている 

硬い髪で口を覆う 

何も疑うな 

涼しく笑え 

 

「もうどこにも行かないわ」 


